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一
　
は
じ
め
に

（
一
）　

研
究
の
目
的

　

中
勘
助
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
五
）
の
文
学
作
品
は）
1
（

一
九
二
八
年
か
ら
国
語

科
教
科
書
に
採
用
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
有
す
る
。
中
勘
助
の
代
表
作
「
銀
の
匙
」

に
つ
い
て
、
内
容
が
子
ど
も
時
代
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
方
法
が
子
ど
も
の
通

過
儀
礼
ご
と
に
そ
の
折
の
出
来
事
が
記
さ
れ
た
子
ど
も
歳
時
記
風
で
あ
る
こ

と
、
文
章
表
現
が
中
学
生
に
も
理
解
で
き
る
分
か
り
易
い
こ
と
、
等
の
理
由
に

よ
り
戦
前
よ
り
中
学
校
教
科
書
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
戦
中
戦
後
の

四
年
半
に
亘
る
静
岡
市
で
の
療
養
疎
開
生
活
の
業
績
と
し
て
、
静
岡
時
代
の
中

勘
助
を
物
心
と
も
に
支
え
た）
2
（

稲
森
道
三
郎
が
記
す
よ
う
に
子
ど
も
向
け
の
物
語

の
執
筆
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
岩
波
書
店
版
全
集
で
は
「
初
出
未
詳
で

あ
る
」（「
後
記　

雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ　

お
伽
話
」『
中
勘
助
全
集
』
第

二
巻
）
と
の
記
載
が
あ
る
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
が
小
学
生
向
け
雑
誌

『
三
年
の
学
習
』〈
八
月
号
〉（
学
習
研
究
社
、
一
九
五
四
年
八
月
）
初
出
で
あ

る
こ
と
が
筆
者
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同
作
及
び
小
学
生
向
け

中
勘
助
の
戦
後
の
児
童
文
学
作
品
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
及
び
「
ひ
ば
り
の
話
」
に
関
す
る
考
察

│ 

初
出
未
詳
作
品
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
初
出
誌
情
報
含
む 

│
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要
旨
：

　
「
銀
の
匙
」
を
は
じ
め
中
勘
助
の
作
品
が
国
語
科
教
科
書
収
録
児
童
文
学
作
品
と
し
て
扱
わ
れ
た
経
緯
の
中
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
中
勘
助
が
子
ど
も
を
読
者
対
象
と

し
て
執
筆
し
た
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」（
一
九
五
四
年
）
及
び
「
ひ
ば
り
の
話
」（
一
九
四
六
年
）
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
初
出
未
詳
で
あ
っ
た
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ

ル
メ
ラ
」
の
初
出
誌
が
『
三
年
の
学
習
』（
学
習
研
究
社
）
で
あ
る
と
新
た
に
判
明
し
た
。
両
作
品
の
初
出
時
よ
り
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』
掲
載
ま
で
の
本
文
異
同
を

概
観
し
た
上
で
、
中
勘
助
の
児
童
文
学
観
を
探
っ
た
。
そ
れ
は
人
間
社
会
へ
の
批
判
と
い
う
大
人
向
け
作
品
と
同
様
の
テ
ー
マ
を
有
し
な
が
ら
も
、
初
出
時
に
本
文
読
解
の
た

め
の
問
い
や
註
を
入
れ
る
、
子
ど
も
向
け
の
分
か
り
易
い
表
現
、
用
字
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
受
け
ら
れ
た
。
両
作
品
と
も
に
中
勘
助
改
編
に
よ
る
角
川
書
店
版
『
中
勘
助

全
集
』
掲
載
時
に
代
表
作
と
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
勘
助　

児
童
文
学　

童
話　

初
出　

第
二
次
世
界
大
戦
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雑
誌
『
フ
レ
ン
ド
』〈
五
月
・
六
月
合
併
号
〉（
フ
レ
ン
ド
社
、
一
九
四
六
年
六

月
）
掲
載
「
ひ
ば
り
の
話
」
を
中
心
と
し
て
中
勘
助
の
戦
後
の
児
童
文
学
作
品

を
確
認
し
て
い
く
。
そ
の
際
の
三
焦
点
と
し
て
、
①
戦
後
の
児
童
文
学
全
集
に

掲
載
さ
れ
た
中
勘
助
の
作
品
一
覧
②
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
及
び
「
ひ

ば
り
の
話
」
に
つ
い
て
初
出
と
単
行
本
、
中
勘
助
自
身
が
編
集
し
た
『
中
勘
助

全
集
』（
角
川
書
店
版
）
と
の
本
文
異
同
③
戦
前
・
戦
後
の
中
勘
助
の
児
童
文

学
観
の
変
遷
、
以
上
を
挙
げ
る
。

（
二
）　

先
行
研
究

　

児
童
文
学
と
し
て
中
勘
助
の
作
品
に
注
目
し
た
先
行
文
献
は
次
の
よ
う
に
挙

げ
ら
れ
る
。

① 

山
室
静
「
か
い
せ
つ
」『
少
年
少
女
小
説
篇
２

』〈
日
本
児
童
文
学
全
集
第
一

二
巻
〉
河
出
書
房
、
一
九
五
三
年
六
月

　
「
小
学
校
上
級
か
ら
中
学
へ
か
け
て
の
」
読
者
を
対
象
と
し
、「
童
話
風
の
作
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
中
勘
助
の
「
ひ
ば
り
の
話
」
を
収
録
し
た
理
由
と
し
て
「
中

さ
ん
は
詩
人
と
し
て
も
す
ぐ
れ
た
仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
し
、
藤
森
さ
ん

は
ま
た
中
年
か
ら
貧
し
い
人
た
ち
、
虐
げ
ら
れ
た
人
た
ち
の
味
方
に
な
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
学
の
方
に
す
す
ま
れ
ま
し
た
。
そ
う
い
う
二
人
の

つ
き
つ
め
た
純
粋
な
生
き
方
は
、
こ
こ
に
収
め
た
作
品
に
も
あ
ら
わ
れ
て
、
そ

の
作
に
ひ
た
む
き
な
力
と
美
し
さ
を
う
ち
出
し
て
い
ま
す
」
と
解
説
し
た
。

② 

與
田
準
一
「
解
説
」『
日
本
童
話
宝
玉
集
』〈
上
〉
宝
文
館
、
一
九
五
六
年
九

月

　

中
勘
助
の
児
童
文
学
作
家
性
を
「
大
正
期
に
開
花
し
た
児
童
文
学
の
領
域
に

関
係
な
く
。
ま
た
、
ジ
ャ
ア
ナ
リ
ズ
ム
の
な
が
れ
か
ら
も
、
は
な
れ
て
、
中
勘

助
は
独
自
の
品
格
を
持
っ
た
童
話
を
書
い
て
い
ま
す
」
と
紹
介
し
、
同
書
収
録

の
中
勘
助
作
「
す
い
れ
ん
」
の
初
出
を
「
一
九
四
〇
年
（
昭
和
十
五
年
）
に
出

た
、
い
わ
ば
日
記
文
学
の
か
た
ち
を
と
っ
た
随
筆
集
『
逍
遥
』
の
な
か
か
ら
、

と
っ
た
も
の
」
と
明
か
し
た
。

③ 

稲
森
道
三
郎
「
四 

羽
鳥
の
文
学
」『
羽
鳥
の
中
勘
助
』〈
私
家
版
〉
一
九
五

六
年
一
二
月

　

静
岡
時
代
に
執
筆
さ
れ
た
『
鳥
の
物
語
』
中
の
「
童
話
め
い
た
物
語
」
で
あ

る
「
鶴
の
話
」「
ひ
ば
り
の
話
」「
鶯
の
話
」
の
解
題
が
示
さ
れ
た
。「
鶴
の
話
」

冒
頭
の
文
章
に
お
い
て
初
出
誌
と
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」
所
収
の
改
訂

版
と
本
文
異
同
が
あ
る
こ
と
、「
ひ
ば
り
の
話
」
は
『
フ
レ
ン
ド
』
と
い
う
子

供
向
け
の
雑
誌
に
大
石
哲
路
と
云
う
人
の
挿
絵
が
附
け
ら
れ
て
掲
載
さ
れ
た
こ

と
、「
鶯
と
ほ
と
と
ぎ
す
の
話
」
は
「
志
賀
直
哉
氏
か
ら
直
接
お
話
が
あ
っ
て
」

「『
世
界
』
の
二
一
年
二
月
号
の
為
に
」
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
さ
れ
た
。

④ 

飛
田
文
雄
「『
銀
の
匙
』
問
題
・
鑑
賞
」・「『
島
守
』
問
題
・
鑑
賞
」・「『
沼

の
ほ
と
り
』
問
題
・
鑑
賞
」・「『
し
ず
か
な
流
れ
』
問
題
・
鑑
賞
」『
中
勘
助
・

野
上
弥
生
子
集
』〈
中
学
生
文
学
全
集
一
七
〉
新
紀
元
社
、
一
九
五
七
年
六

月

　

読
者
対
象
を
児
童
・
生
徒
と
し
て
、
中
勘
助
作
品
を
児
童
文
学
作
品
と
し
て

編
集
す
る
方
針
の
も
と
、
編
ま
れ
た
作
品
集
。
い
わ
ゆ
る
国
語
科
中
学
生
向
け

教
科
書
の
指
導
書
の
体
裁
で
注
、
読
解
に
関
す
る
設
問
と
作
品
背
景
と
鑑
賞
を

記
し
て
い
る
。「『
銀
の
匙
』
鑑
賞
」
で
は
中
学
生
読
者
の
感
想
文
を
引
用
し
、

「
子
ど
も
の
生
活
を
子
ど
も
の
心
理
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
え
が
き
つ
く
し
て
い
る
」

「
し
っ
か
り
し
た
観
察
力
と
せ
ん
さ
い
な
描
写
」
と
い
っ
た
特
質
を
説
明
し
て

い
る
。「
島
守
」
で
も
同
様
に
「
き
っ
と
彼
（
筆
者
注
「
島
守
」
中
の
主
人
公
）

は
何
か
に
な
や
み
、
考
え
る
た
め
に
、
こ
ん
な
生
活
を
し
て
み
た
の
だ
ろ
う
」

と
い
う
感
想
文
を
引
用
し
「
こ
の
時
筆
者
の
中
氏
は
、
人
間
の
み
に
く
さ
と
い
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う
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
頭
を
悩

ま
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
作
品
背
景
に
言
及
し
た
。

⑤ 
小
林
喜
三
郎
・
進
藤
康
助
「
読
書
指
導
〈「
一
、『
銀
の
匙
』
を
読
ん
で
」・「
二
、

『
鶴
の
話
』」・「
三
、『
妹
の
死
』」〉『
中
勘
助
集
』〈
新
日
本
少
年
少
女
文
学

全
集
26
〉
ポ
プ
ラ
社
、
一
九
六
〇
年
三
月

　

読
者
対
象
を
児
童
・
生
徒
と
し
て
、
中
勘
助
作
品
を
児
童
文
学
作
品
と
し
て

編
集
す
る
方
針
の
も
と
、
編
ま
れ
た
作
品
集
。
千
代
田
区
立
番
町
小
学
校
教
諭

で
あ
る
小
林
及
び
豊
島
区
立
目
白
小
学
校
教
諭
で
あ
る
進
藤
が
司
会
を
務
め
、

小
学
校
五
年
生
の
児
童
六
名
に
よ
る
座
談
会
の
記
録
を
掲
載
。
小
林
が
番
町
小

学
校
五
年
生
の
国
語
科
授
業
で
『
鶴
の
話
』『
妹
の
死
』
を
二
回
読
ん
だ
後
に

児
童
が
書
い
た
感
想
文
や
、
座
談
会
参
加
児
童
の
感
想
文
を
掲
載
し
て
い
る
。

『
銀
の
匙
』『
鶴
の
話
』『
妹
の
死
』
が
小
学
校
高
学
年
で
も
読
解
・
鑑
賞
可
能

な
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑥ 

石
井
桃
子
「『
新
日
本
児
童
文
学
選
』
に
つ
い
て
」『
新
日
本
児
童
文
学
選
』

〈『
世
界
児
童
文
学
全
集
』
第
三
〇
〉
あ
か
ね
書
房
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月

　
「『
す
い
れ
ん）
3
（

』
は
、
作
品
集
『
逍
遥
』
の
な
か
に
あ
る
作
品
。
詩
人
の
ほ
と

ば
し
る
こ
と
ば
で
語
ら
れ
る
こ
の
花
物
語
を
読
ん
で
や
る
と
、
こ
の
物
語
が
子

ど
も
た
ち
を
、
遠
く
天
空
に
運
ぶ
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
子
ど

も
へ
の
読
み
聞
か
せ
の
結
果
と
し
て
、
日
記
体
随
筆
『
逍
遥
』
収
録
「
童
話
」

を
「
す
い
れ
ん
」
と
名
付
け
て
本
書
に
採
用
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

⑦ 

和
田
忠
彦
・
野
崎
歓
「
対
談
：
子
ど
も
の
奪
還
」『
国
文
学
』〈
８

月
臨
時
増

刊
号
〉
学
燈
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月

　

和
田
忠
彦
と
野
崎
歓
の
対
談
の
中
で
中
勘
助
の
『
銀
の
匙
』
を
取
り
上
げ
、

作
品
中
に
「
日
本
の
近
代
批
判
、
現
代
批
判
」
を
「
子
ど
も
の
視
線
に
立
っ
て
、

大
人
の
言
葉
で
や
っ
て
い
る
」
特
異
性
を
認
め
、
中
勘
助
自
身
を
子
ど
も
同
様

「
規
格
外
の
、
特
権
的
な
存
在
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

⑧ 

市
川
浩
昭
「
中
勘
助
の
嫉
妬
観
」『
国
文
学
』〈
七
八
八
号　

嫉
妬
考
〉
学
燈

社
、
二
〇
〇
九
年
七
月

　

中
勘
助
に
と
っ
て
初
め
て
の
「
純
然
た
る
童
話
の
発
表
」（
昭
和
二
一
年
七

月
一
日
）
と
の
「
ひ
ば
り
の
話
」
の
執
筆
動
機
と
共
に
「
子
供
の
雑
誌
に
の
せ

る
た
め
に
成
人
向
き
の
計
画
を
急
に
子
供
向
き
に
か
へ
た
出
発
点
の
不
満
が
妙

に
痼
疾
と
な
つ
て
た
が
も
う
よ
か
ろ
う
」（
中
勘
助
「
あ
と
が
き
」『
中
勘
助
全

集
』〈
第
三
巻
〉）
と
の
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
し
た
。「
欲
望
が
産
む

嫉
妬
に
生
き
る
」「
提
婆
達
多
」
と
は
異
な
り
「
嫉
妬
を
受
け
入
れ
ひ
た
す
ら

曼
荼
羅
制
作
の
『
誓
願
』
に
生
き
る
の
も
人
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
」
作
品
と

「
ひ
ば
り
の
話
」
の
テ
ー
マ
を
解
釈
し
た
。

⑨ 

西
本
鶏
介
「
解
説
」
中
勘
助
『
銀
の
匙
』〈
日
本
の
名
作
ポ
プ
ラ
ポ
ケ
ッ
ト

文
庫
中
学
生
向
け
〉
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一
六
年
一
月

　
「
子
ど
も
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
に
、
子
ど
も
の
心
が
手
に

と
る
よ
う
に
わ
か
る
の
で
児
童
文
学
の
名
作
と
し
て
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
」
と
作
者
の
「
子
供
ら
し
い
驚
嘆
を
持
ち
続
け
る
」「
非
凡
さ
」
を
児
童

文
学
と
し
て
の
「
銀
の
匙
」
の
要
因
と
し
て
挙
げ
、
更
に
主
人
公
の
成
長
に
伴

う
「
人
間
の
本
質
を
み
つ
め
た
考
え
方
」
が
「
銀
の
匙
」
の
「
成
長
小
説
」
と

し
て
の
根
拠
だ
と
言
及
し
た
。

二
　
研
究
方
法
…
文
献
研
究

（
一
）　

国
立
国
会
図
書
館N

D
L-Search

に
キ
ー
ワ
ー
ド
「
中
勘
助
」「
児
童

文
学
」「
少
年
少
女
」「
子
ど
も
」「
童
話
」
を
検
索
語
と
し
て
入
れ
検
索

し
た
結
果
を
も
と
に
児
童
文
学
全
集
掲
載
中
勘
助
文
学
作
品
一
覧
作
成
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（
二
）　

㋐
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
初
出
（『
三
年
の
学
習
』〈
八
月
号
〉

学
習
研
究
社
、
一
九
五
四
年
八
月
）、
㋑
『
く
ひ
な
笛
』（
宝
文
館
、
一
九

五
七
年
三
月
）
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
関
係
資
料
中
の
中
勘
助
書
き
入
れ
手

沢
本
㋒
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
八
巻
〉（
角
川
書
店
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
）

の
本
文
異
同
を
確
認
す
る
。
㋑
㋒
の
本
文
異
同
は
「
後
記　

雷
の
太
鼓
と

チ
ャ
ル
メ
ラ　

お
伽
話
」
岩
波
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
二
巻
〉
を

参
考
に
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
直
筆
原
稿
を
確
認
し
比
較
す
る
。

（
三
）　

㋔
「
ひ
ば
り
の
話
」
初
出
（『
フ
レ
ン
ド
』〈
五
月
・
六
月
合
併
号
〉
フ

レ
ン
ド
社
、
一
九
四
六
年
六
月
）、
㋕
『
余
生
』（
八
雲
書
店
、
一
九
四
七

年
七
月
）
㋖
『
鳥
の
物
語
』（
山
根
書
店
、
一
九
四
九
年
五
月
）
㋗
『
中

勘
助
全
集
』〈
第
三
巻
〉（
角
川
書
店
、
一
九
六
一
年
二
月
）
の
本
文
異
同

を
確
認
す
る
。
㋔
㋗
の
本
文
異
同
は
「
後
記　

ひ
ば
り
の
話
」
岩
波
書
店

版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
三
巻
〉
を
参
考
に
、
静
岡
市
所
蔵
中
勘
助
直
筆

原
稿
並
び
に
手
沢
本
を
参
考
に
確
認
す
る
。

三
　
研
究
結
果

（
一
）　

巻
末
表
１

の
通
り
。

（
二
）　
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」

１　

初
出
に
つ
い
て

　
『
三
年
の
学
習
』〈
八
月
号
〉（
学
習
研
究
社
、
一
九
五
四
年
八
月
）。
掲
載
誌

題
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に
小
学
校
三
年
生
向
け
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と

に
併
せ
て
初
出
時
の
題
名
は
「
雷
の
た
い
こ
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」。
巻
末
特
別
ふ

ろ
く
「
お
は
な
し
の
ペ
ー
ジ
」
一
一
二
〜
一
二
一
頁
、
渡
辺
三
郎
に
よ
る
挿
絵

（
巻
末
図
１

〜
５

）
付
き
。

①
頁
ご
と
の
問
い
と
註
に
つ
い
て

㋐ 

一
一
三
頁
「
１

．
こ
の
親
子
の
す
ん
で
い
た
町
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
〇
に
ぎ
や
か
な
町
〇
村
の
よ
う
な
町
」
と
い
う
問
い
と
選
択
肢
が
記
さ

れ
て
い
る
（
図
１

）。

㋑ 

一
一
四
頁
「
２

．
こ
の
親
子
は
ど
う
し
て
く
ら
し
を
た
て
て
、
い
た
の
で

し
ょ
う
。」
と
い
う
問
い
と
「
鬼
神
＝
つ
よ
い
神
さ
ま
。
天
帝
＝
天
の
神
さ

ま　

横
道
＝
ま
が
っ
た
こ
と
を
す
る
こ
と
。
き
ん
ご
う
き
ん
ざ
い
＝
近
い
と

こ
ろ
の
村
々
」
と
柱
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
２

）。

㋒ 

一
一
七
頁
「
３

．
雷
さ
ま
は
、
ど
う
し
て
、
た
い
こ
を
お
い
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。」
と
い
う
問
い
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
３

）。

㋓ 

一
一
八
頁
「
４

．
雷
さ
ま
の
お
い
て
い
っ
た
た
い
こ
は
、
親
子
に
、
ど
ん
な

し
あ
わ
せ
を
お
く
っ
た
で
し
ょ
う
。
５

．
こ
の
お
は
な
し
に
で
る
、
子
ど
も

に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
き
も
ち
を
も
ち
ま
し
た
か
。」
と
い
う
問

い
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
４

）。

㋔ 

一
二
一
頁
「
６

．
こ
れ
と
お
な
じ
よ
う
な
お
は
な
し
を
き
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
ど
ん
な
お
は
な
し
で
し
た
か
。
７

．
こ
の
お
は
な
し
の
中
で
、

い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
ど
こ
で
し
た
か
。」
と
い
う
問
い
が
記
さ

れ
て
い
る
（
図
５

）。

②
頁
ご
と
の
文
章
中
の
註
に
つ
い
て

㋐ 
一
一
五
頁
「
親
子
が
生
き
た
こ
こ
ち
も
せ
（
し
な
い
で
）

ず
」「
だ（だ
れ
か
い
な
い
か
）

れ
ぞ
お
ら
ん
か
」「
え（い
い
）え

に
お
い
」「
く
（
た
べ
さ
せ
て
く
れ
）

わ
せ
い
」「
あ
ん
し
ん
せ（し
ろ
）い」「
け
っ
し
て
せ
（
し
な
い
）
ん
」

㋑
一
一
六
頁
「
ち（ご
ち
そ
う
）

そ
う
に
な
る
ぞ
」「
え（た
い
へ
ん
ご
ち
そ
う
）

ら
い
ち
そ
う
に
な
っ
た
」

㋒
一
一
八
頁
「
な（な
っ
て
い
る
）

っ
と
る
」「
じ（だ
が
）

ゃ
が
」「
く（た
べ
て
し
ま
っ
た
が
）

う
て
し
も
う
た
が
」

㋓
一
一
九
頁
「
の（な
く
て
は
）

う
て
は
」

㋔
一
二
〇
頁
「
も（も
ち
ろ
ん
）

と
よ
り
」
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③ 

振
り
仮
名
…
「
一
け
ん
」・「
十
五
、
六
」（
一
一
二
頁
）、「
一
つ
」（
一
一
三

頁
）
以
外
の
全
て
（
90
種
）
の
漢
字
に
は
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。

④ 
漢
字
…
『
く
ひ
な
笛
』
手
沢
本
以
降
の
本
文
に
比
す
る
と
漢
字
種
は
90
と
少

な
く
、「
支
那
」（『
く
ひ
な
笛
』
以
降
の
本
文
表
記
）
は
「
シ
ナ
」、「
蜀
」（『
く

ひ
な
笛
』
以
降
の
本
文
表
記
）
は
「
シ
ョ
ク
」
と
地
名
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ

れ
て
い
る
。

２　
『
く
ひ
な
笛
』
収
録
本
文
に
つ
い
て

　
『
く
ひ
な
笛
』
収
録
の
際
の
題
名
は
「
雷
の
太
鼓
と
ち
や
る
め
ら　

お
伽
話
」。

本
文
中
の
異
同
の
特
徴
は
「
い
ふ
や
う
な
」「
ゐ
な
か
じ
み
た
」「
い
つ
て
」「
ゐ

ま
し
た
」「
ゆ
ゑ
」「
ぢ
や
」「
ま
せ
う
」「
を
る
」（「
だ
れ
ぞ
お
ら
ん
か
」
↓
「
だ

れ
ぞ
を
ら
ん
か
」）
等
、
初
出
に
比
し
て
旧
字
体
と
古
い
表
記
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

①
漢
字
種
は
初
出
時
に
比
し
て
＋
61
で
151
種

② 

そ
れ
以
外
の
本
文
異
同
と
し
て
は
頁
ご
と
の
問
い
と
註
、
文
章
中
の
註
の
削

除
が
大
き
い
。
そ
れ
以
外
に
「
三
方
を
高
く
山
ま
た
山
に
か
こ
ま
れ
」
↓
「
三

方
を
高
い
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
」、「
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
↓
「
ち
や
る
め
ら
」、「
ご

ろ
っ
と
」
↓
「
ご
ろ
つ
と
」、「
人
た
ち
は
、
そ
ら
、
あ
の
孝
行
な
子
を
ご
ら

ん
、
と
い
っ
て
。」
↓
「
人
た
ち
は
『
そ
ら
、
あ
の
孝
行
な
子
を
ご
ら
ん
。』

と
い
つ
て
」、「
そ
ろ
そ
ろ
戸
を
あ
け
た
が
」
↓
「
こ
は
ご
は
そ
ろ
そ
ろ
と
戸

を
あ
け
た
が
」、「
で
も
、
わ
た
く
し
ど
も
は
し
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
鬼
神
に

横
道
な
し
っ
て
、
い
っ
た
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
横
道
な
し
っ
て
い
っ
た

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。」
↓
「
で
も
私
ど
も
は
死
ん
で
し
ま
ひ
ま
す
。
鬼
神

に
横
道
な
し
つ
て
い
つ
た
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。」、「
ず
い
ぶ
ん
と
お
く
か

ら
も
」
↓
「
ず
ゐ
ぶ
ん
遠
方
か
ら
も
」、「
た
お
れ
で
も
す
れ
ば
あ
ぶ
な
い
し
、

水
車
に
し
て
、
米
つ
き
場
を
こ
し
ら
え
た
ら
と
い
う
と
、」
↓
「
倒
れ
で
も

す
れ
ば
家
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
ひ
ま
す
。
子
供
は
考
へ
て
水
車
に
し
て
米
つ
き

場
を
こ
し
ら
へ
た
ら
と
い
ふ
と
」、
末
尾
に
「
昭
和
二
九
年
」
加
筆
。

３ 　
『
く
ひ
な
笛
』
手
沢
本
書
き
入
れ
及
び
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第

八
巻
〉
編
集
用
中
勘
助
直
筆
原
稿
（
図
６

）
本
文
に
つ
い
て

　
『
中
勘
助
全
集
』
収
録
の
際
の
題
名
は
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ　

お
伽

話
」。
本
文
中
の
異
同
の
特
徴
は
「
國
」「
瀧
」「
賈
」「
聲
」
等
漢
字
の
旧
字
体

が
多
用
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
字
種
数
は
２

に
同
じ
。

　

そ
れ
以
外
の
本
文
異
同
と
し
て
は

　
「
ち
ゃ
る
め
ら
」
↓
「
チ
ャ
ル
メ
ラ
」、「
ご
ろ
つ
と
」
↓
「
ゴ
ロ
ッ
と
」、「
雷

が
な
っ
て
き
ま
し
た
」
↓
「
雷
が
鳴
り
だ
し
ま
し
た
」、「
ぴ
ー
ぴ
ー　

ひ
ゃ
ら

り
こ
ひ
ゃ
ら
り
こ
ひ
ゃ
ー
」
↓
「
ピ
ー
ピ
ー　

ヒ
ャ
ラ
リ
コ
ヒ
ャ
ラ
リ
コ

ヒ
ャ
ー
」、「
雷
は
ず
し
ん
、
ず
し
ん
と
二
足
ば
か
り
」
↓
「
雷
は　

ず
し
ん
、

ず
し
ん　

と
三
足
ば
か
り
」。

（
三
）　
「
ひ
ば
り
の
話
」

１　

初
出
に
つ
い
て

　
『
フ
レ
ン
ド
』〈
五
月
・
六
月
合
併
号
〉（
フ
レ
ン
ド
社
、
一
九
四
六
年
六
月
）。

『
フ
レ
ン
ド
』
の
対
象
年
齢
は
不
明
だ
が
、
表
紙
・
裏
表
紙
（
図
７

）
及
び
「
ひ

ば
り
の
話
」
の
後
頁
に
は
横
山
隆
一
に
よ
る
「
フ
ク
チ
ャ
ン
」
の
漫
画
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
学
生
を
対
象
に
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
掲
載

頁
は
九
〜
一
九
頁
、
大
石
哲
路
に
よ
る
挿
絵
（
図
８

〜
10
）
付
き
。

① 
振
り
仮
名
…
冒
頭
頁
に
は
「
蒙
古
」「
念
珠
」「
大
臣
」「
彼
」「
銀
盤
」「
中

将
姫
」「
姫
君
」「
尋
常
」「
錦
」
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。

② 

漢
字
…
「
浄
土
」「
極
楽
」「
菩
薩
」「
楼
閣
」「
寶
池
」「
天
人
舞
楽
」「
満
願
」

「
慈
悲
」「
誓
願
の
功
徳
」「
妙
な
る
天
樂
」「
歌
舞
の
菩
薩
」「
誓
願
が
成
就
」

等
、
仏
教
用
語
と
、
姫
の
性
格
や
奥
山
追
放
の
事
情
、
機
織
り
の
様
子
を
示
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す
「
尋
常
」「
御
殿
」「
機
の
音
」「
讒
言
」「
無
實
の
罪
」「
嘆
息
」「
同
情
」

「
當
惑
」「
非
道
」「
骨
折
り
」「
蟷
螂
」
等
198
字
が
漢
字
で
表
さ
れ
る
。

２　
『
余
生
』
収
録
本
文

　

前
書
き
・
作
品
内
の
詩
の
変
更
、
他
二
ヶ
所
の
本
文
異
同
有
り
。

　
「
こ
れ
は
鳥
物
語
と
い
つ
て　

い
ろ
い
ろ
な
鳥
が
蒙
古
の
王
様
の
ま
へ
で　

ひ
と
つ
づ
つ
話
を
す
る
そ
の
話
が　

念
珠
の
玉
の
や
う
に
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
な

か
の
一
つ
で
す
。」
↓
「
こ
れ
は
鳥
の
物
語
の
な
か
の
一
つ
の
話
と
し
て
『
雁

の
話
』
や
『
鳩
の
話
』
と
同
列
の
も
の
に
な
る
は
ず
の
と
こ
ろ
偶
ま
こ
れ
を
の

せ
る
こ
と
に
な
つ
た
子
供
の
雑
誌
に
む
く
や
う
に
特
に
書
き
か
へ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。」

「
お
と
ど
の
殿
に

　

機
の
音　

き
こ
ゆ

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

織
る
は　

ま
ん
だ
ら

　

極
楽
の
す
が
た

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

き
の
ふ
は　

菩
薩

　

け
ふ
は　

み
ほ
と
け

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

楼
閣　

寶
池

　

天
人
舞
楽

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

わ
れ
も
き
か
ん

　

み
な　

人
も
き
け

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

お
と
ど
の
殿
に

　

姫
が
織
る　

機
の
音

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う
」

　

⇦
「
お
と
ど
の
殿
に

　

機
の
音
き
こ
ゆ

　

織
る
は
ま
ん
だ
ら

　

極
楽
の
す
が
た

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

き
の
ふ
は
菩
薩

　

け
ふ
は
み
ほ
と
け

　

楼
閣　

宝
池

　

天
人
舞
楽

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う

　

わ
れ
も
き
か
ん

　

み
な
人
も
き
け

　

お
と
ど
の
殿
に

　

姫
が
織
る
機
の
音

　

き
り　

は
た
り　

ち
や
う
」

「
全
く
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
、
私
ど
も
」
↓
「
な
ん
と
も
は
や
私
ど
も
」

「
ゆ
め
心
地
に
た
だ
ば
う
ぜ
ん
と
」
↓
「
た
だ
夢
心
地
に
た
だ
茫
然
と
」

３　
『
鳥
の
物
語
』
収
録
本
文
に
つ
い
て

　

用
字
の
大
き
な
変
更
と
し
て
、
全
漢
字
の
振
り
仮
名
が
削
除
さ
れ
る
。
末
尾

に
「
昭
和
二
〇
、
九
、
九
」
加
筆
。
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４ 　
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
三
巻
〉
編
集
用
中
勘
助
直
筆
原
稿
（
図
11
）
本
文
に

つ
い
て

　
「
鴛お
し

鴦ど
り

」「
讒ざ
ん

言げ
ん

」「
塒ね
ぐ
ら」「

梭ひ

」
に
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
る
。

　
「
と
は
い
え
」
↓
「
け
れ
ど
も
」、「
ひ
ば
り
」
↓
「
ひ
ば
り
」（
誤
植
修
正
）、

「
よ
う
し
」
↓
「
よ
ー
し
」「
ち
よ
つ
と
」
↓
「
ち
よ
い
と
」、「
ま
ん
だ
ら
」
↓

「
マ
ン
ダ
ラ
」、「
ゐ
ま
し
た
が
」
↓
「
ゐ
る
う
ち
に
」、「
知
恵
」
↓
「
智
恵
」「
青

白
い
貝
の
ふ
た
み
た
い
に
」「
青
白
い
貝
殻
み
た
い
に
」、「
た
だ
夢
心
地
に
た

だ
茫
然
と
」
↓
「
た
だ
茫
然
と
」、「
絲
」
↓
「
糸
」、「
聲
」
↓
「
声
」、「
昭
和

二
〇
、
九
、
九
」
↓
「
昭
和
二
十
年
九
月
九
日
」。

四
　
考
察

（
一
）　

表
１

よ
り
戦
前
か
ら
中
学
校
国
語
科
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
自
伝

的
小
説
「
銀
の
匙
」、
随
筆
「
沼
の
ほ
と
り
」「
し
づ
か
な
流
」
だ
け
で
な
く
、

野
尻
湖
畔
の
自
然
と
主
人
公
と
現
地
の
素
朴
な
人
と
の
交
流
を
描
い
た
随
筆

「
島
守
」、『
鳥
の
物
語
』
の
中
で
は
戦
後
教
科
書
『
中
学
校
国
語
一
下
』〈
学
校

図
書
、
一
九
五
四
年
〉
に
掲
載
さ
れ
た
「
鶴
の
話
」
と
学
習
読
書
教
材
『
く
も

ん
の
読
書
コ
ー
ス
Ｇ
』〈
公
文
教
育
研
究
会
、
一
九
八
八
年
〉
と
な
っ
た
「
ひ

ば
り
の
話
」
が
児
童
文
学
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
銀
の
匙
」
を
は
じ
め
、
随
筆
「
妹
の
死
」「
飛
鳥
（
詩
）」「
藁
科
（
詩
）」「
鶴

の
話
」「
ひ
ば
り
の
話
」「
沼
の
ほ
と
り
（
抄
）」「
し
ず
か
な
流
れ
（
抄
）」、
作

品
解
説
、
読
書
指
導
を
掲
載
し
た
ポ
プ
ラ
社
『
中
勘
助
集
』
冒
頭
「
ま
え
が
き
」

に
は
作
者
中
勘
助
に
よ
る
作
品
解
説
（
角
川
版
、
岩
波
版
『
中
勘
助
全
集
』
未

収
録
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
作
者
に
よ
る
作
品
評
価
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。「
鶴
の
話
」「
ひ
ば
り
の
話
」
に
つ
い
て
中
勘
助
は
「
自

分
の
専
売
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
一
群
の
鳥
の
物
語
の
中
の
も
の
で
、
お
と
な

む
き
と
子
ど
も
む
き
に
わ
け
る
こ
と
の
で
き
る
童
話
風
物
語
の
う
ち
、
後
者
に

ぞ
く
す
る
も
の
で
す
。
う
ま
い
ま
ず
い
は
さ
て
お
い
て
、
私
は
『
鳥
の
物
語
』

が
す
き
で
す
」
と
自
分
好
み
の
作
品
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

（
二
）　
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」

　

題
名
が
初
出
「
雷
の
た
い
こ
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」、『
余
生
』
収
録
時
「
雷
の
太

鼓
と
ち
ゃ
る
め
ら　

お
伽
話
」、
全
集
収
録
時
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ　

お
伽
話
」
と
変
更
が
あ
っ
た
理
由
と
し
て
、
初
出
の
場
合
、
小
学
校
三
年
生
対

象
用
字
（
学
年
別
漢
字
配
当
）
が
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
初
出
時
に

は
教
科
書
や
教
師
向
け
指
導
書
に
お
け
る
「
学
習
の
手
引
き
」
や
難
解
な
語
の

振
り
仮
名
や
註
の
記
載
同
様
に
、
読
解
を
確
認
す
る
た
め
の
問
い
や
註
（
特
に

雷
が
用
い
る
古
語
め
い
た
言
葉
に
つ
い
て
）、
漢
字
へ
の
振
り
仮
名
、
ひ
ら
が

な
表
記
等
の
用
字
が
特
徴
的
で
あ
る
。
先
行
研
究
⑤
の
小
学
校
五
年
生
児
童
に

よ
る
座
談
会
に
お
い
て
、
二
名
の
児
童
は
中
勘
助
の
文
章
を
「
こ
と
ば
を
よ
く

み
が
い
て
書
い
て
い
る
」
と
称
賛
し
て
い
る
の
に
対
し
て
他
の
二
名
の
児
童
は

「
当
用
漢
字
で
な
い
、
む
ず
か
し
い
漢
字
」、「
昔
の
こ
と
ば
づ
か
い
」
が
あ
る

為
の
「
は
じ
め
の
読
み
ず
ら
さ
」
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
勘
助
の
用

字
や
使
用
語
句
に
つ
い
て
当
然
の
編
集
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
理
解
を
助
け
る

よ
う
な
渡
辺
三
郎
に
よ
る
挿
絵
も
あ
り
、
挿
絵
入
り
物
語
と
し
て
は
分
か
り
易

く
完
成
度
が
高
い
。

　

プ
ロ
ッ
ト
は
「
鬼
神
に
横
道
な
し
」
と
言
う
雷
に
、
売
り
歩
く
為
に
貧
し
い

母
親
が
調
理
し
た
支
那
そ
ば
全
て
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
支
那
そ
ば
屋
台
を

引
く
孝
行
息
子
が
、
鬼
神
の
言
質
を
と
っ
て
支
那
そ
ば
の
代
金
を
支
払
っ
て
も

ら
う
代
わ
り
に
商
売
道
具
（
雷
が
天
上
で
鳴
ら
す
太
鼓
と
支
那
そ
ば
屋
が
客
を

呼
ぶ
た
め
に
吹
く
チ
ャ
ル
メ
ラ
）
の
交
換
を
持
ち
掛
け
、
雷
鳴
を
怖
が
る
母
親
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を
助
け
る
ば
か
り
か
、
雷
の
太
鼓
を
見
世
物
、
後
に
は
水
車
に
変
え
て
収
入
源

と
し
裕
福
に
な
る
到
富
譚
・
孝
子
譚
と
な
っ
て
い
る
。
鬼
神
の
言
質
を
と
る
孝

行
息
子
の
機
転
、
作
品
末
尾
に
お
い
て
天
上
で
チ
ャ
ル
メ
ラ
が
鳴
る
ユ
ー
モ
ア

が
明
る
い
印
象
を
与
え
る
。

　

作
者
中
勘
助
に
よ
る
本
作
品
の
解
説
や
先
行
研
究
は
現
時
点
で
未
確
認
で
あ

り
、
検
討
材
料
が
不
足
す
る
が
、『
余
生
』
及
び
中
勘
助
が
編
集
し
た
角
川
書

店
版
全
集
収
録
時
に
「
お
伽
話
」
と
題
し
た
こ
と
は
、
他
の
収
録
作
品
が
基
本

的
に
大
人
向
け
で
あ
る
の
に
対
し
て
子
ど
も
向
け
作
品
と
し
て
の
ジ
ャ
ン
ル
を

意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）　
「
ひ
ば
り
の
話
」」

　

先
行
研
究
⑧
の
市
川
に
よ
る
指
摘
「
純
然
た
る
童
話
の
発
表
」（
昭
和
二
一

年
七
月
一
日
）
を
詳
し
く
確
認
す
る
と
「
七
月
一
日　

樟
ケ
谷
に
ゐ
る
と
き
は

じ
め
て
出
来
た
俳
句
を
『
芸
林
閒
歩
』
に
送
ら
う
と
思
ひ
書
き
ぬ
き
を
妹
た
ち

に
見
せ
て
選
ま
せ
る
。（
中
略
）
そ
れ
か
ら
届
い
た
ば
か
り
の
『
フ
レ
ン
ド
』

に
載
つ
て
る
『
ひ
ば
り
の
話
』
を
見
せ
る
。
戦
争
末
期
頃
だ
つ
た
か
梗
概
を
き

か
せ
た
ら
大
層
期
待
を
か
け
て
た
も
の
だ
。
二
人
と
も
い
い
と
い
ふ
。
純
然
た

る
童
話
の
発
表
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
だ
」（「
羽
鳥
（
二
）」『
中
勘
助
全
集
』〈
第

十
巻
〉
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
と
あ
り
、
戦
争
末
期
に
静
岡
で
の
疎

開
先
で
羽
鳥
小
学
校
代
用
教
員
を
務
め
た
元
々
は
都
内
私
立
女
子
中
高
校
の
教

員
で
あ
っ
た
義
妹
二
人
（
嶋
田
豊
子
・
秀
子
）
に
作
品
概
要
を
語
り
聞
か
せ
、

評
を
聞
い
て
執
筆
に
と
り
か
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。「
ひ
ば
り
の
話
」
が

依
拠
し
た
「
中
将
姫
に
よ
る
當
麻
曼
荼
羅
制
作
伝
説
」
は
奈
良
県
の
當
麻
寺
の

本
尊
曼
荼
羅
に
纏
わ
る
伝
承
話
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
次
は
「
當
麻
寺
奥
の

院
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
中
将
姫
の
伝
説
」
の
概
要
で
あ
る
。

　

両
親
に
よ
る
初
瀬
の
観
音
詣
で
に
よ
り
生
を
受
け
た
中
将
姫
は
、
実
母
亡
き

後
父
に
嫁
い
だ
継
母
に
よ
っ
て
命
を
狙
わ
れ
、
宇
陀
の
ひ
ば
り
山
に
捨
て
ら
れ

浄
土
経
を
読
誦
す
る
生
活
を
送
る
。
父
と
ひ
ば
り
山
で
再
会
し
た
中
将
姫
は
屋

敷
に
戻
る
が
継
母
の
自
殺
を
契
機
に
當
麻
寺
へ
の
出
家
を
望
み
、
尼
僧
と
な
る

と
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
世
界
を
拝
し
た
い
と
希
望
す
る
。
そ
こ
に
現
れ
た
老
尼

に
相
談
す
る
と
老
尼
は
中
将
姫
に
蓮
の
糸
で
曼
荼
羅
を
織
る
こ
と
を
勧
め
、
蓮

の
糸
を
多
く
集
め
た
中
将
姫
は
一
夜
に
し
て
曼
荼
羅
を
織
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
、

老
尼
は
阿
弥
陀
如
来
に
姿
を
変
え
、
十
三
年
後
に
姫
を
迎
え
に
来
る
と
約
束
し

て
去
る
。
約
束
の
日
、
阿
弥
陀
如
来
と
二
十
五
菩
薩
が
来
迎
さ
れ
、
中
将
姫
は

極
楽
浄
土
へ
旅
立
だ
っ
た
。

　

先
行
研
究
⑧
で
市
川
が
言
及
す
る
よ
う
に
「
中
将
姫
の
伝
説
」
は
、
謡
曲
「
雲

雀
山
」
の
原
話
で
あ
る）
4
（

。
但
し
、
中
勘
助
の
友
人
で
あ
る
野
上
豊
一
郎
著
『
謡

曲
全
集
』
及
び
佐
成
謙
太
郎
著
『
謡
曲
大
観
』
に
お
い
て
も
出
典
の
文
献
未
詳

と
さ
れ
て
い
る
。当
時
、羽
鳥
小
学
校
教
員
だ
っ
た
義
妹
達
の
目
に
適
っ
た
「
純

然
た
る
童
話
」
と
し
て
成
立
し
た
「
ひ
ば
り
の
話
」
の
プ
ロ
ッ
ト
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

　
「
讒
言
」
に
よ
り
「
無
実
の
罪
」
を
着
せ
ら
れ
、
父
の
「
な
に
が
し
の
大
臣
」

の
怒
り
に
ふ
れ
た
結
果
、
極
楽
曼
荼
羅
を
織
り
あ
げ
る
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
へ

の
「
誓
願
」
を
果
た
す
ま
で
は
命
を
長
ら
え
て
も
よ
し
と
、
ひ
ば
り
山
に
姫
は

捨
て
ら
れ
る
。
そ
こ
で
命
の
限
り
曼
荼
羅
制
作
に
情
熱
を
傾
け
る
姫
に
「
同
情
」

し
た
ひ
ば
り
た
ち
は
無
力
な
が
ら
も
阿
弥
陀
如
来
に
姫
を
救
っ
て
も
ら
お
う
と

天
上
に
向
け
て
飛
び
立
ち
阿
弥
陀
如
来
に
呼
び
か
け
る
。
曼
荼
羅
が
完
成
す
る

と
姫
に
糧
食
を
与
え
た
草
刈
り
の
翁
が
阿
弥
陀
如
来
に
姿
を
変
え
、
姫
の
「
無

実
の
罪
は
す
す
が
れ
」
て
救
済
さ
れ
、
ひ
ば
り
は
「
鳥
の
な
か
の
い
み
じ
き
歌

ひ
て
」
と
称
賛
さ
れ
る
。

　

原
話
と
比
較
す
る
と
、
登
場
人
物
の
数
を
極
力
減
ら
し
、
物
語
の
筋
を
極
力
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単
純
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
将
姫
の
曼
荼
羅
制
作
へ
の
熱
意
、
そ
れ
を
助
け

る
ひ
ば
り
の
純
真
な
行
い
が
奇
跡
を
生
む
と
い
う
筋
が
分
か
り
易
く
な
っ
た
。

初
出
で
は
前
書
き
、
用
字
と
も
に
子
ど
も
向
け
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

五
　
お
わ
り
に

（
一
）　

作
品
に
描
か
れ
た
テ
ー
マ
を
巡
っ
て

　
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」「
ひ
ば
り
の
話
」
に
描
か
れ
た
テ
ー
マ
は
共
通

す
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
前
者
に
お
い
て
は
雷
の
言
葉
の
中
に
そ
れ
は
現
れ

る
。「
鬼
神
に
横
道
な
し
じ
ゃ
。
わ
か
る
か
こ
ぞ
う
。
わ
し
ら
に
よ
う
な
天
に

す
む
も
の
は
み
な
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
ば
か
り
じ
ゃ
。
ま
が
っ
た
こ
と
は
け
っ
し

て
せ
ん
。
ま
が
っ
た
こ
と
を
す
る
や
つ
は
人
げ
ん
だ
け
じ
ゃ
。
…
…
だ
が
、
わ

る
い
こ
と
を
せ
ん
と
は
か
ん
し
ん
な
や
つ
じ
ゃ
な
。
あ
ん
し
ん
せ
い
、
こ
ま
ら

す
よ
う
な
こ
と
は
せ
ん
か
ら
。」
つ
ま
り
、「
ま
が
っ
た
こ
と
」「
わ
る
い
こ
と
」

を
す
る
の
は
人
げ
ん
で
あ
り
鬼
神
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
行
わ
な
い
、
と
宣
言

し
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
は
ひ
ば
り
の
言
葉
の
中
に
そ
れ
は
現
れ
る
。「
私

ど
も
鳥
の
仲
間
で
は
善
い
鳥
は
誰
に
も
好
か
れ
る
に
き
ま
つ
た
も
の
で
、
善
い

が
た
め
に
忌
み
嫌
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
つ
ひ
ぞ
き
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
」
で
あ
る
。
そ
の
ひ
ば
り
の
価
値
観
と
対
照
的
な
「
あ
ま
り
善
い
方
で
皆
に

慕
は
れ
な
つ
か
れ
る
た
め
ひ
と
の
讒
言
を
う
け
」
る
こ
と
に
な
っ
た
中
将
姫
の

い
る
人
間
世
界
の
「
非
情
さ
」「
悪
智
恵
が
あ
る
か
ら
面
倒
に
な
る
」
状
況
を

ひ
ば
り
は
憂
う
。
そ
の
生
き
辛
さ
や
命
の
危
機
的
状
況
を
受
け
入
れ
つ
つ
、
中

将
姫
は
マ
ン
ダ
ラ
を
織
り
、
ひ
ば
り
は
天
高
く
飛
び
立
ち
、
姫
を
助
け
る
よ
う

鳴
い
て
頼
む
、
と
い
う
阿
弥
陀
如
来
に
対
す
る
誓
願
の
行
動
に
専
念
し
て
い

く
。
つ
ま
り
両
作
品
は
、
鬼
神
や
ひ
ば
り
の
世
界
か
ら
み
る
と
、
人
間
は
「
讒

言
」「
無
実
の
罪
」
を
着
せ
る
等
、「
非
情
」「
横
道
」
を
行
い
、
人
間
世
界
は

不
条
理
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
で
は
鬼
神
は
、
食
べ
た
支
那
そ
ば
の
代
金
を

払
う
代
わ
り
に
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
を
交
換
す
る
と
い
う
人
間
世
界
の
道
理
と

「
鬼
神
に
横
道
な
し
」
と
い
う
自
ら
の
言
葉
に
従
う
。
こ
の
鬼
神
の
行
動
が
「
起

承
転
結
」
の
転
と
な
り
、
致
富
譚
・
孝
子
譚
と
し
て
の
結
末
に
繋
が
る
。「
雲

雀
の
話
」
で
は
人
間
世
界
の
「
非
情
さ
」「
横
道
」
を
受
け
入
れ
中
将
姫
も
ひ

ば
り
も
共
に
「
命
を
か
け
た
」
阿
弥
陀
如
来
へ
の
「
誓
願
」
の
行
動
が
転
と
な

り
、
人
間
世
界
の
「
非
情
さ
」「
横
道
」
を
覆
す
奇
跡
が
起
き
る
と
い
う
結
末

に
繋
が
っ
て
い
く
。
最
終
的
に
両
作
品
と
も
に
、
素
直
さ
、
正
直
さ
、
親
孝
行
、

母
子
家
庭
の
貧
窮
や
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
不
条
理
な
状
況
下
で

も
信
仰
心
や
道
理
を
失
わ
な
い
等
の
美
質
を
持
つ
人
間
・
鳥
が
幸
福
と
な
る
。

戦
後
の
子
ど
も
た
ち
に
中
勘
助
は
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」
の
子
ど
も
、

「
ひ
ば
り
の
話
」
の
中
将
姫
を
理
想
的
人
間
像
と
し
て
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
「
自
分
の
専
売
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
一
群
の
鳥
の
物
語
の
中
の
も
の

で
、
お
と
な
む
き
と
子
ど
も
む
き
に
わ
け
る
こ
と
の
で
き
る
童
話
風
物
語
の
う

ち
、
後
者
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
す
。
う
ま
い
ま
ず
い
は
さ
て
お
い
て
、
私
は
『
鳥

の
物
語
』
が
す
き
で
す
」（
前
掲
「
ま
え
が
き
」
ポ
プ
ラ
社
『
中
勘
助
集
』）
と

の
内
容
は
「
童
話
、
特
に
成
人
の
た
め
の
童
話
」
で
あ
る
「
鳥
の
物
語
」
に
つ

い
て
作
者
自
ら
が
解
説
し
た
言
説
「
成
功
不
成
功
は
お
い
て
、
そ
れ
が
題
材
的

に
私
の
好
み
、
私
の
持
味
だ
と
い
ふ
点
か
ら
私
は
こ
の
巻
（
筆
者
注
「
鳥
の
物

語
」
収
録
の
第
三
巻
）
の
出
た
こ
と
に
特
別
の
満
足
を
お
ぼ
え
る
」（
前
掲
「
あ

と
が
き
」
角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
三
巻
〉）
と
同
義
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
子
ど
も
向
け
、
大
人
向
け
、
と
読
者
対
象
に
よ
り
用
字
、
表
現
を
変
え
る

も
の
の
人
間
の
嫉
妬
の
醜
さ
と
生
き
辛
い
人
間
の
世
界
に
対
し
て
、
そ
れ
を
受
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け
止
め
凌
駕
し
て
い
く
人
間
の
意
志
の
力
や
美
質
が
救
済
と
な
る
、
大
人
向
け

小
説
と
同
じ
テ
ー
マ
に
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
に
中
勘
助
の
児
童
文

学
の
特
質
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
と
は
先
行
研
究
⑨
で
「
銀
の
匙
」

の
「
成
長
小
説
」
と
し
て
の
要
因
に
つ
い
て
西
本
が
言
及
し
た
と
こ
ろ
の
「
人

間
の
本
質
を
見
つ
め
た
考
え
方
」
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
戦
前
・

戦
後
の
中
勘
助
の
児
童
文
学
観
に
は
大
き
な
変
容
は
な
く
、
人
間
社
会
の
批
判

を
子
ど
も
の
視
点
で
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
言
葉
と
表
現
で
行
っ
た
と
こ

ろ
に
、
子
ど
も
の
言
語
発
達
に
即
し
た
教
育
的
な
視
点
が
認
め
ら
れ
る
。

（
二
）　

ま
と
め

　

作
者
に
よ
る
改
編
結
果
で
あ
る
『
中
勘
助
全
集
』
収
録
作
品
で
は
、
本
文
読

解
の
た
め
の
問
い
や
註
の
削
除
（「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」）、
前
書
き
と

作
品
内
の
詩
の
変
更
（「
ひ
ば
り
の
話
」）、
用
字
に
関
し
振
り
仮
名
の
削
除
、

ひ
ら
が
な
か
ら
漢
字
へ
の
変
更
（
両
作
品
）
が
確
認
で
き
た
が
、
素
直
さ
、
正

直
さ
、
親
孝
行
、
母
子
家
庭
の
貧
窮
や
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
も
信
仰
心
を

失
わ
な
い
等
の
美
質
を
持
つ
人
間
・
鳥
が
神
仏
の
加
護
を
得
、
奇
跡
的
な
幸
福

を
得
る
プ
ロ
ッ
ト
で
は
、
大
き
な
変
更
は
な
か
っ
た
。「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル

メ
ラ
」
は
「
雷
の
太
鼓
と
チ
ャ
ル
メ
ラ 

お
伽
話
」
と
作
品
題
名
に
カ
テ
ゴ
リ
ー

「
お
伽
話
」
を
付
加
す
る
こ
と
で
子
ど
も
向
け
と
し
て
、「
ひ
ば
り
の
話
」
は
「
お

と
な
む
き
と
子
ど
も
む
き
に
わ
け
る
こ
と
の
で
き
る
童
話
風
物
語
の
う
ち
、
後

者
に
ぞ
く
す
る
も
の
」（「
ま
え
が
き
」『
中
勘
助
集
』〈
ポ
プ
ラ
社
、
一
九
六
〇

年
〉
に
お
け
る
中
勘
助
の
評
）
と
し
て
代
表
作
と
数
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

　

巻
末
表
１

の
通
り
、
戦
前
の
教
科
書
収
録
作
品
「
銀
の
匙
」・「
沼
の
ほ
と

り
」・「
し
ず
か
な
流
れ
」
以
外
に
も
随
筆
「
島
守
」「
妹
の
死
」「
猫
の
親
子
」、

『
鳥
の
物
語
』
か
ら
「
鶴
の
話
」「
ひ
ば
り
の
話
」、
詩
集
「
飛
鳥
」「
藁
科
」、

戦
後
ま
も
な
く
坪
田
譲
治
編
集
『
童
話
教
室
』
に
寄
稿
さ
れ
た
「
山
が
つ
と
は

し
ば
み
」
等
、
戦
前
の
中
勘
助
教
科
書
掲
載
作
品
が
「
銀
の
匙
」
と
日
記
体
随

筆
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
の
に
比
し
て
童
話
風
物
語
、
童
謡
詩
に
も
範
囲
を

拡
げ
て
い
る
。
中
で
も
元
々
、
日
記
体
随
筆
作
品
『
逍
遥
』
収
録
の
「
童
話
（
未

定
稿
）」
を
「
す
い
れ
ん
」
と
い
う
題
名
を
付
し
て
児
童
文
学
選
に
採
択
し
た

石
井
桃
子
は
「
は
じ
め
に
」『
新
日
本
児
童
文
学
選
』
に
お
い
て
「
こ
の
二
、

三
年
、
私
の
家
に
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
が
本
を
読
み
に
き
ま
す
。
そ
の
子
ど
も

た
ち
の
お
も
し
ろ
が
っ
た
も
の
、
そ
し
て
、
私
も
よ
い
と
考
え
た
作
品
の
名
を
、

書
き
と
め
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
な
か
に
は
、
い
ま
、

一
般
に
、
手
に
と
れ
る
本
に
は
、
は
い
っ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
が
、
か
な
り

あ
り
ま
し
た
。
残
念
に
思
っ
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
を
集
め
た
の
が
、
こ
の
本
で

す
」
と
述
べ
た
上
で
、
先
行
研
究
⑥
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
読
み
聞
か

せ
の
結
果
か
ら
「
こ
の
物
語
が
子
ど
も
た
ち
を
、
遠
く
天
空
に
運
ぶ
力
を
も
っ

て
い
る
」
と
子
ど
も
の
想
像
力
に
与
え
る
影
響
を
語
る
。
表
１

や）
5
（

拙
稿
の
通
り
、

中
勘
助
自
身
が
子
ど
も
を
読
者
対
象
と
し
て
設
定
し
て
書
い
た
作
品
以
外
に

も
、「
ひ
ば
り
の
話
」
と
同
時
並
行
で
執
筆
さ
れ
た
一
般
雑
誌
『
新
潮
』
初
出

の
「
鶴
の
話
」、「
す
い
れ
ん
」
等
、
大
人
向
け
文
学
作
品
が
子
ど
も
へ
与
え
る

影
響
力
を
作
者
自
ら
、
児
童
文
学
者
、
国
語
科
教
科
書
編
集
者
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
作
品
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
先
行
論
文
②
の
與
田
準
一
の
指
摘
に
も
あ

る
よ
う
に
大
正
期
の
童
謡
童
話
の
市
民
権
獲
得
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
乖
離
し

た
中
勘
助
の
特
殊
な
児
童
文
学
作
家
性
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

中
勘
助
が
子
ど
も
読
者
を
意
識
し
た
か
、
否
か
の
判
断
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
ら
児
童
文
学
作
品
も
含
め
、
戦
中
・
戦
後
の
中
勘
助
の
文
学
的
業
績

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
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註（
1
）  

拙
著
「
戦
前
・
戦
中
の
教
科
書
教
材
と
し
て
の
中
勘
助
作
品
の
位
置
づ
け
│
全
集
未

収
録
短
歌
紹
介
を
含
む
│
」（『
東
京
都
市
大
学
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
一
二
号
、
二
〇

二
一
・
三
）

（
2
）  
稲
森
道
三
郎
「
四 

羽
鳥
の
文
学
」『
羽
鳥
の
中
勘
助
』〈
私
家
版
〉
一
九
五
六
年
一

二
月

（
3
）  

「
後
記　

逍
遥
」『
中
勘
助
全
集
』〈
第
七
巻
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
・
二
）
に
は

「『
童
話
』
は
『
世
界
児
童
文
学
全
集
』
第
30
『
新
日
本
児
童
文
学
選
』（
石
井
桃
子
編
、

昭
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日
、
あ
か
ね
書
房
刊
）
に
『
す
い
れ
ん
』
の
題
、
動
物
名
を

片
仮
名
表
記
に
更
め
る
な
ど
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
題
や
表
記
変
更
の
事
由
は
詳
ら

か
で
は
な
い
」
と
あ
る
。「
童
話
」
の
初
出
誌
未
詳
、
単
行
本
『
逍
遥
』
収
録
、
底
本

角
川
書
店
版
『
中
勘
助
全
集
』〈
第
七
巻
〉
と
の
記
載
有
。
今
回
の
調
査
の
結
果
、
関

英
雄
、
與
田
準
一
、
石
井
桃
子
、
山
室
静
が
編
者
を
務
め
た
『
日
本
童
話
宝
玉
集
』〈
上
〉

（
昭
和
三
十
一
年
九
月
五
日
、
宝
文
館
）
に
「
す
い
れ
ん
」
の
題
、
動
物
名
は
初
出
表

記
の
ま
ま
で
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
文
中
、
先
行
論
文
②
の
通
り
、

與
田
の
中
勘
助
の
児
童
文
学
作
家
性
に
対
す
る
評
価
や
、
先
行
論
文
①
の
山
室
に
よ
る

中
勘
助
の
詩
人
性
に
対
す
る
評
価
が
、
こ
の
作
品
の
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
4
）  

野
上
豊
一
郎
『
謡
曲
全
集
』〈
第
三
巻
〉（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年
八
月
）「
雲

雀
山
」「
出
典
」
に
は
「
か
う
い
つ
た
中
将
姫
苦
難
の
伝
説
が
あ
つ
た
も
の
か
と
思
は

れ
る
が
典
拠
は
見
当
た
な
い
」、
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』〈
第
四
巻
〉（
明
治
書
院
、

一
九
五
六
年
四
月
）「
雲
雀
山
」「
出
典
」
に
は
「
謡
曲
作
者
の
創
作
し
た
も
の
で
は
な

く
、
謡
曲
以
前
に
か
う
し
た
伝
説
が
伝
は
つ
て
ゐ
た
の
で
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る

が
、
そ
れ
ら
し
い
文
献
は
見
当
ら
な
い
」
と
あ
る
。

（
5
）  

註（
1
）に
同
じ

引
用
・
参
考
文
献

・
野
上
豊
一
郎
『
謡
曲
全
集
』〈
第
三
巻
〉
中
央
公
論
社
、
一
九
三
五
年
八
月

・
中
勘
助
「
ひ
ば
り
の
話
」『
フ
レ
ン
ド
』〈
五
月
・
六
月
合
併
号
〉
フ
レ
ン
ド
社
、
一
九
四

六
年
六
月

・
山
室
静
「
か
い
せ
つ
」『
少
年
少
女
小
説
篇
２

』〈
日
本
児
童
文
学
全
集
第
一
二
巻
〉
河
出

書
房
、
一
九
五
三
年
六
月

・
中
勘
助
「
雷
の
た
い
こ
と
チ
ャ
ル
メ
ラ
」『
三
年
の
学
習
』〈
八
月
号
〉
学
習
研
究
社
、
一

九
五
四
年
八
月

・
中
勘
助
「
鶴
の
話
」（『
中
学
校
国
語
一
下
』〈
学
校
図
書
、
一
九
五
四
年
〉

・
佐
成
謙
太
郎
『
謡
曲
大
観
』〈
第
四
巻
〉
明
治
書
院
、
一
九
五
六
年
四
月

・
與
田
準
一
「
解
説
」『
日
本
童
話
宝
玉
集
』〈
上
〉
宝
文
観
、
一
九
五
六
年
九
月

・
稲
森
道
三
郎
「
四 

羽
鳥
の
文
学
」『
羽
鳥
の
中
勘
助
』〈
私
家
版
〉
一
九
五
六
年
一
二
月

・
飛
田
文
雄
「『
銀
の
匙
』
問
題
・
鑑
賞
」・「『
島
守
』
問
題
・
鑑
賞
」・「『
沼
の
ほ
と
り
』

問
題
・
鑑
賞
」・「『
し
ず
か
な
流
れ
』
問
題
・
鑑
賞
」『
中
勘
助
・
野
上
弥
生
子
集
』〈
中

学
生
文
学
全
集
一
七
〉
新
紀
元
社
、
一
九
五
七
年
六
月

・
小
林
喜
三
郎
・
進
藤
康
助
「
読
書
指
導
〈「
一
、『
銀
の
匙
』
を
読
ん
で
」・「
二
、『
鶴
の

話
』」・「
三
、『
妹
の
死
』」〉『
中
勘
助
集
』〈
新
日
本
少
年
少
女
文
学
全
集
26
〉
ポ
プ
ラ
社
、

一
九
六
〇
年
三
月

・
中
勘
助
「
ま
え
が
き
」『
中
勘
助
集
』〈
新
日
本
少
年
少
女
文
学
全
集
26
〉
ポ
プ
ラ
社
、
一

九
六
〇
年
三
月

・
石
井
桃
子
「『
新
日
本
児
童
文
学
選
』
に
つ
い
て
」『
新
日
本
児
童
文
学
選
』〈『
世
界
児
童

文
学
全
集
』
第
三
〇
〉
あ
か
ね
書
房
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月

・
中
勘
助
「
ひ
ば
り
の
話
」『
く
も
ん
の
読
書
コ
ー
ス
Ｇ
』
公
文
教
育
研
究
会
、
一
九
八
八
年

・
中
勘
助
「
羽
鳥
（
二
）」『
中
勘
助
全
集
』〈
第
十
巻
〉
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
五
月

・
和
田
忠
彦
・
野
崎
歓
「
対
談
：
子
ど
も
の
奪
還
」『
国
文
学
』〈
８

月
臨
時
増
刊
号
〉
学
燈

社
、
二
〇
〇
八
年
八
月

・
市
川
浩
昭
「
中
勘
助
の
嫉
妬
観
」『
国
文
学
』〈
七
八
八
号　

嫉
妬
考
〉
学
燈
社
、
二
〇
〇

九
年
七
月

・
西
本
鶏
介
「
解
説
」
中
勘
助
『
銀
の
匙
』〈
日
本
の
名
作
ポ
プ
ラ
ポ
ケ
ッ
ト
文
庫
中
学
生

向
け
〉
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
一
六
年
一
月

・「
當
麻
寺
奥
の
院
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
中
将
姫
の
伝
説
」http://w

w
w
.taim

adera.
or.jp/about/chujyohim

estory.htm
l

閲
覧
日
二
〇
二
一
年
一
一
月
七
日

謝
辞　

図
６

及
び
図
10
の
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
静
岡
市
文
化
振
興
課
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
科
研
費
二
〇
一
九
年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
１

９

Ｋ
０

０

３

２

９

の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
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表１　児童文学全集掲載中勘助文学作品一覧

No 書　名 叢書名 掲載作品 出版者 出版年月 備　考

参考 童話教室（雑誌） 2 巻 10 号
「山がつとはしばみ」
（詩）

桐書房 1948. 11 坪田譲治編

1 日本名作物語　 毎日少年ライブラリー 「銀の匙」 毎日新聞社 1952. 6 古谷綱武編

2 少年少女小説篇 2 日本児童文学全集 12 「ひばりの話」 河出書房 1953. 6

小川未明、坪田譲治、
百田宗治、塚原健二
郎、浜田広介、酒井朝
彦、古谷綱武編

3 文芸童話集
世界少年少女文学全集
30（日本編３）

「つるの話」 創元社 1953. 9 坪田譲治解説

4
少年少女のための日本
文学宝玉集 上

「銀の匙（抄）」 宝文館 1956. 8 阿部知二等編

5 日本童話宝玉集 上 「すいれん」 宝文館 1956. 9
関英雄、与田準一、石
井桃子、山室静編

6 中勘助・野上弥生子集 中学生文学全集 17

「銀の匙（抄）」「『銀の
匙』問題・鑑賞」「島
守」「『島守』問題・鑑
賞」「沼のほとり（抄）」
「『沼のほとり』問題・
鑑賞」「しずかな流れ
（抄）」「『しずかな流
れ』問題・鑑賞」

新紀元社 1957. 6

「解説」「年譜」「中学
校教科書にのっている
中勘助の作品」吉田精
一、飛田多喜雄責任編
集

7
新選日本児童文学３
（現代編）

「山がつとはしばみ」 小峰書店 1959. 5

小川未明、佐藤春夫、
坪田譲治監修、千葉省
三、与田凖一、滑川道
夫、藤田圭雄、奈街三
郎、瀬田貞二、鳥越信
編

8 中勘助集
新日本少年少女文学全
集 26

「銀の匙」「妹の死」「飛
鳥（詩）」「藁科（詩）」
「鶴の話」「ひばりの
話」「沼のほとり（抄）」
「しずかな流れ（抄）」

ポプラ社 1960. 3

「まえがき」「解説」「読
書指導］〈「一、『銀の
匙』を読んで」「二、
『鶴の話』」「三、『妹の
死』」〉「年譜」「作品と
教科書の連結」「主な
作品集」田中豊太郎、
山本和夫、馬場正男編
集委員

9 新日本児童文学選 世界児童文学全集 30 「すいれん」 あかね書房 1960. 10 石井桃子編

10 現代日本名作集
少年少女新世界文学全
集；38（日本現代編）

「銀の匙（抄）」 講談社 1965. 11 石森延男編

11
夏目漱石・中勘助・高
浜虚子集

少年少女日本文学全集
２

「銀の匙」 講談社 1961 阿部知二等編

12 現代童話１ 福武文庫 「猫の親子」 福武書店 1991. 2 今江祥智、山下明生編

13
ランプで書いた物語：
古典的作家三人集

信州こども文学館１ 「銀の匙」 郷土出版社 2002. 7
小宮山量平監修、和田
登責任編集
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図２ 図１
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図９ 図８
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図 10
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